
 

 
 

 

 

 

第１回 

高等学校入学者選抜制度に係る 

県立学校教育懇話会 

 

 

 

令和７年１月２０日 

県庁新館４階 

特別会議室 



会 議 次 第 
 

１ 開 会 

 

２ 教育委員会挨拶 

 

３ 委員長挨拶及び各委員紹介 

 

４ 議 事 

（１） 県立学校教育懇話会について         資料１・資料２  

（２） 高等学校入学者選抜制度について 

① 現行の入学者選抜制度の概要         資料３ 

② 現行の入学者選抜制度の成果と課題について     

③ 今後の入学者選抜の在り方について          

 

５ その他 

（１） 第２回懇話会について               （別紙） 

（２） その他 

 

６ 閉 会 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

＜資料＞  

資料１  高等学校入学者選抜制度に係る県立学校教育懇話会 委員名簿 

資料２  県立学校教育懇話会について 

資料３  現行の入学者選抜制度の概要 

資料４  【参考】令和７年度特別選抜指定校 

資料５  【参考】令和７年度佐賀県立高等学校入学者選抜概要（実施教科・配点等） 

資料６  【参考】令和７年度調査書様式 

資料７  【参考】入学者選抜制度の変遷 

資料８  【参考】学習指導要領の全体構造（文部科学省資料） 

資料９  【参考】スクール・ポリシーについて 

 

＜巻末資料＞  

・ 県立学校教育懇話会 設置要綱 

＜別冊資料＞  

・ 佐賀県教育大綱Vol．３ - 人づくり大県 さが - 



 

県立学校教育懇話会 委員名簿 

№ 所  属 職名 氏 名 備考 

1 
佐賀大学大学院 
学校教育学研究科 教授 松尾 敏実 学識経験者 

2 西九州大学こども学部 教授 草場 聡宏 〃 

3 佐賀新聞社 編集局長兼

論説委員長 桑原 昇 〃 

4 佐賀県高等学校ＰＴＡ連合会 会長 西岡 豊 保護者代表 

5 佐賀県ＰＴＡ連合会 副会長兼 
母親委員長 末永麻梨子 〃 

6 嬉野市教育委員会教育長 教育長 杉﨑 士郎 市町教育長会連合会代表 

7 県立牛津高等学校 校長 江頭かおり 県高等学校長協会会長（専門） 

8 県立佐賀西高等学校 校長 野田 亮 県高等学校長協会会長（普通） 

9 小城市立牛津小学校 校長 真子 真波 県小中学校校長会代表 

10 伊万里市立国見中学校 校長 加藤 吾郎 〃 

 

 

（事務局名簿） 

№ 所  属 職 名 氏 名 備 考 

1 教育委員会 副教育長 内田 祐美  

2 〃 〃 嘉村 直樹  
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5 〃 副課長 上田 裕介  

6   〃 指導主幹 髙山 裕樹  
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9 学校教育課 課長 山口 明徳  

10 〃 参事 槙  俊二  

11 保健体育課 課長 江口 賢久  
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県立学校教育懇話会について 

 

１ 懇話会の目的 

県立学校の教育環境を整備し、一層の充実を図るため、佐賀県立中学校・高等学校の教育

課題の検証を通して、今後の教育施策の在り方について検討を行う。 

 

２ 懇話会の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 懇話会事務局 

 ・ 教育委員会事務局内で、懇話会における検討テーマの策定、懇話会からの報告を踏まえ

た実施計画案の検討等を行う。 

・ 関係課・室は以下のとおりとする。 

   教育振興課、学校教育課、保健体育課 

 

４ 開催目的  

 

 ◎ 「佐賀県教育大綱 Vol.3-人づくり大県さが-」の策定（2024 年 1月）、新学習指導要領の 

実施、特色・魅力ある教育の実現に向けた指針としてのスクール・ポリシーの策定など、 

児童生徒を取り巻く環境の変化を踏まえ、現在の県立高等学校入学者選抜制度について検 

証するとともに、今後の望ましい制度の在り方について議論していただくもの。 

資料２ 

県立学校教育懇話会 

【有識者】【保護者代表】【教育行政関係者】【学校関係者】 

【その他 委員長が必要と認める者】 

県教育委員会 

報告 検討指示 

研究指示 報告 

作業部会 

【懇話会事務局（教育委員会事務局内）】 

教育振興課、学校教育課、保健体育課 

検討依頼 報告 
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1

特別選抜（2月上旬） 2月4日（火）

現行の入学者選抜制度の概要

スポーツ推進指定校
（競技実績枠）
【実施校：22校】 文化芸術推進指定校

【実施校：20校】

特色ある教育課程
推進指定校
【実施校：12校】スポーツ推進指定校

（学校希望枠）
【実施校：28校】

一般選抜（3月上旬） 3月4日（火）5日（水）

再募集（3月中下旬）
3月18日（火）

厳木高校・太良高校
重点評価枠

帰国・外国人生徒等
募集枠

【選考Ⅰ】
＊学校の特色や求める生徒に応じた選考
＊募集人員 募集定員の10～50%（学校が定める）
＊学力検査の割合 40～80%

〈多様な学びに対応した入試〉

【選考Ⅱ】
＊全ての学校が共通した配点で選考
＊学力検査の割合 70%程度
（実技検査を実施する2校を除き一律71.4%）

◎募集人員 募集定員から特別選抜の合格者を除いた数
◎学力検査（5教科）、実技検査、面接、調査書を総合的に評価
◎２つの異なる選考を実施（全日制）

◎志願者数が募集人員を満たして
おらず、県教委が必要と認めた
高校で実施

選考順は学校が
定める

◎受検者の実績や活動、意欲等を評価する選抜
◎学力検査（3教科）,実技検査,実績評価表,面接,調査書等を総合的に評価

追検査（3月中旬）
3月10日（月）

◎急な疾病や本人に帰責しない
事情がある場合に受検可能
◎学力検査や選考は、一般選抜
に準じる

資料３

★実施期日、実施校は令和7年度選抜のもの
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（１）スポーツ推進指定校

　　「競技実績に基づく募集枠」(２２校、４７競技種目、３０３人）

No. 学校名 指定学科 指定競技名 性別

1 鳥 栖 高 等 学 校 1 なし 体 操 男女 5 人

2 三 養 基 高 等 学 校 2 なし 剣 道 男女 10 人

3 なし サ ッ カ ー 女 8 人

4 なし カ ヌ ー 男女 6 人

5 なし な ぎ な た 女 5 人

6 なし サ ッ カ ー 男 11 人

7 なし 水 球 男女 7 人

8 なし バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 男 6 人

9 男 6 人

10 女 6 人

11 普通科 陸上競技（トラック・フィールド） 女 6 人

6 小 城 高 等 学 校 12 なし 柔 道 女 3 人

13 なし ヨ ッ ト 男女 4 人

14 なし ボ ー ト 男女 4 人

8 厳 木 高 等 学 校 15 なし ア ー チ ェ リ ー 男女 4 人

16 なし 陸 上 競 技 （ 長 距 離 ） 男女 12 人

17 なし 剣 道 女 4 人

18 なし レ ス リ ン グ 男 5 人

19 なし ソ フ ト ボ ー ル 女 9 人

20 なし ソ フ ト ボ ー ル 男 7 人

21 なし な ぎ な た 女 5 人

22 なし ア ー チ ェ リ ー 男女 4 人

23 なし ボ ク シ ン グ 男女 4 人

13 唐 津 南 高 等 学 校 24 なし バ ド ミ ン ト ン 男 6 人

14 伊万里実業高等学校 25 なし ホ ッ ケ ー 男女 8 人

26 なし 陸 上 競 技 （ 長 距 離 ） 男 7 人

27 なし 体 操 男 4 人

28 なし 陸上競技（トラック・フィールド） 男 8 人

29 なし レ ス リ ン グ 男女 10 人

30 なし ラ グ ビ ー フ ッ ト ボ ー ル 男女 20 人

31 なし 陸上競技（トラック・フィールド） 男 8 人

32 なし 柔 道 男女 8 人

17 有 田 工 業 高 等 学 校 33 なし ウ エ イ ト リ フ テ ィ ン グ 男女 3 人

34 男 6 人

35 女 6 人

36 なし バ レ ー ボ ー ル 女 6 人

37 なし テ ニ ス 女 4 人

38 なし 柔 道 男女 8 人

39 なし バ レ ー ボ ー ル 男 6 人

40 なし フ ェ ン シ ン グ 男女 4 人

41 なし 水 泳 男女 8 人

42 なし 卓 球 女 4 人

43 なし 新 体 操   男　 6 人

44 男 7 人

45 女 7 人

46 なし 山 岳 （ ス ポ ー ツ ク ラ イ ミ ン グ ） 男女 4 人

47 なし 相 撲 男 4 人

303 人

※　性別の欄に「男女」と示している競技種目の人員は、男女を合わせた人数である。

10 鹿 島 高 等 学 校

22 多 久 高 等 学 校

合　　　　計

２　特別選抜の指定校について

5

4 佐 賀 東 高 等 学 校

佐 賀 北 高 等 学 校

7 唐 津 西 高 等 学 校

9 白 石 高 等 学 校

3 神 埼 高 等 学 校

普通科 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル

人　員

11 牛 津 高 等 学 校

12 高 志 館 高 等 学 校

15

21 神 埼 清 明 高 等 学 校

18 嬉 野 高 等 学 校

19 鳥 栖 商 業 高 等 学 校

20 佐 賀 商 業 高 等 学 校

鳥 栖 工 業 高 等 学 校

16 佐 賀 工 業 高 等 学 校

なし ソ フ ト テ ニ ス

なし ハ ン ド ボ ー ル

資料４
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（２）スポーツ推進指定校

　　「学校希望に基づく募集枠」(２８校、８４競技種目、２７６人）

No. 学校名 指定学科 指定競技名 性別

1 なし 野 球 男 6 人

2 なし サ ッ カ ー 男 3 人

3 なし 野 球 男 6 人

4 なし バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 男 2 人

5 なし 卓 球 女 2 人

3 神 埼 高 等 学 校 6 なし 野 球 男 6 人

7 なし 陸 上 競 技 男 2 人

8 なし 野 球 男 6 人

9 なし バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 女 2 人

10 なし バ ド ミ ン ト ン 男 2 人

11 普通科 野 球 男 6 人

12 普通科 サ ッ カ ー 男 2 人

13 普通科 柔 道 男 2 人

14 普通科 新 体 操 女 1 人

15 普通科 バ レ ー ボ ー ル 女 1 人

16 女 3 人

17 男 2 人

18 なし サ ッ カ ー 男 3 人

19 なし 野 球 男 4 人

7 唐 津 西 高 等 学 校 20 なし 野 球 男 6 人

21 なし 野 球 男 6 人

22 なし バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 女 2 人

9 伊 万 里 高 等 学 校 23 なし 野 球 男 6 人

24 なし 野 球 男 6 人

25 なし サ ッ カ ー 男 2 人

26 なし バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 男 2 人

27 なし 野 球 男 5 人

28 なし 剣 道 男 4 人

29 なし ボ ク シ ン グ 男 3 人

30 なし 野 球 男 6 人

31 なし バ レ ー ボ ー ル 女 6 人

32 なし 野 球 男 6 人

33 男 2 人

34 女 2 人

14 牛 津 高 等 学 校 35 なし ソ フ ト テ ニ ス 女 2 人

15 高 志 館 高 等 学 校 36 なし 野 球 男 6 人

37 なし バ ド ミ ン ト ン 女 4 人

38 なし 野 球 男 6 人

39 なし 野 球 男 6 人

40 なし 陸上競技（トラック・フィールド） 女 4 人

41 なし バ レ ー ボ ー ル 女 2 人

42 なし サ ッ カ ー 男 5 人

43 なし 野 球 男 5 人

44 男 1 人

45 女 1 人

46 なし バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 男 2 人

47 なし 野 球 男 6 人

48 なし 柔 道 男 1 人

49 なし ラ グ ビ ー フ ッ ト ボ ー ル 男 1 人

50 なし バ レ ー ボ ー ル 男 2 人

佐 賀 農 業 高 等 学 校18

ハ ン ド ボ ー ルなし

唐 津 南 高 等 学 校

2 三 養 基 高 等 学 校

武 雄 高 等 学 校10

鳥 栖 工 業 高 等 学 校

6 小 城 高 等 学 校

12

19

鳥 栖 高 等 学 校1

16

8

4

5

13

人　員

白 石 高 等 学 校11

17

厳 木 高 等 学 校

鹿 島 高 等 学 校

佐 賀 東 高 等 学 校

佐 賀 北 高 等 学 校

太 良 高 等 学 校

剣 道なし

伊万里実業高等学校

なし 弓 道
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No. 学校名 指定学科 指定競技名 性別

51 なし ソ フ ト テ ニ ス 男 2 人

52 なし 野 球 男 5 人

53 なし バ レ ー ボ ー ル 男 2 人

54 なし バ ド ミ ン ト ン 男 1 人

55 なし バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 男 1 人

56 なし 剣 道 男 1 人

57 なし 野 球 男 6 人

58 なし バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 男 3 人

59 なし 陸 上 競 技 （ 長 距 離 ） 男 2 人

60 なし ソ フ ト テ ニ ス 男 1 人

61 なし 野 球 男 6 人

62 なし バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 男 2 人

63 なし 野 球 男 6 人

64 女 2 人

65 男 3 人

66 なし 陸上競技（トラック・フィールド） 女 2 人

67 なし 野 球 男 6 人

68 なし サ ッ カ ー 男 2 人

69 男 1 人

70 女 2 人

71 なし 野 球 男 5 人

72 なし 剣 道 女 1 人

73 なし バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 女 1 人

74 なし 野 球 男 6 人

75 なし サ ッ カ ー 男 3 人

76 なし バ レ ー ボ ー ル 女 2 人

77 なし 水 泳 女 1 人

78 なし 野 球 男 6 人

79 男 2 人

80 女 2 人

81 なし 野 球 男 6 人

82 男 2 人

83 女 2 人

84 なし バ レ ー ボ ー ル 男 2 人

276 人

剣 道なし28 多 久 高 等 学 校

26 唐 津 商 業 高 等 学 校

神 埼 清 明 高 等 学 校27
バ ド ミ ン ト ン

20 佐 賀 工 業 高 等 学 校

21 唐 津 工 業 高 等 学 校

合　　　　計

25

なし バ レ ー ボ ー ル

なし

なし

24 鳥 栖 商 業 高 等 学 校

テ ニ ス

有 田 工 業 高 等 学 校

23 嬉 野 高 等 学 校

佐 賀 商 業 高 等 学 校

22

人　員
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　(２０校、３５分野、１０３人）

No. 学校名 指定学科 指定分野名

1 三 養 基 高 等 学 校 1 なし 吹 奏 楽 3 人

2 なし 吹 奏 楽 4 人

3 なし 書 道 2 人

4 なし 演 劇 6 人

5 なし ダ ン ス 6 人

4 佐 賀 北 高 等 学 校 6 普通科 吹 奏 楽 6 人

7 なし 吹 奏 楽 6 人

8 なし 書 道 4 人

6 唐 津 西 高 等 学 校 9 なし 吹 奏 楽 3 人

7 厳 木 高 等 学 校 10 なし 美 術 2 人

11 なし 書 道 3 人

12 なし 美 術 3 人

13 なし 理 化 ・ 生 物 2 人

9 鹿 島 高 等 学 校 14 商業科 情 報 処 理 2 人

15 なし 総 合 芸 術 （ 美 術 ） 2 人

16 なし 吹 奏 楽 2 人

17 なし パ ソ コ ン 2 人

18 食品流通科 食 品 ク ラ ブ 2 人

19 園芸科学科 園 芸 ク ラ ブ 2 人

20 環境緑地科 環 境 ク ラ ブ 2 人

機械科

機械システム科

22 なし 吹 奏 楽 2 人

23 なし 美 術 2 人

24 電気科 ロ ボ ッ ト 研 究 2 人

25 セラミック科 窯 業 研 究 2 人

15 嬉 野 高 等 学 校 26 機械科 機 械 研 究 2 人

27 なし 吹 奏 楽 4 人

28 なし ダ ン ス 4 人

29 なし 吹 奏 楽 3 人

30
商業科

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ科 簿 記 2 人

31 情報処理科 情 報 処 理 2 人

32 なし 簿 記 4 人

33 なし 情 報 処 理 4 人

19 多 久 高 等 学 校 34 なし 吹 奏 楽 2 人

20 唐 津 青 翔 高 等 学 校 35 なし 商 業 技 術 2 人

103 人

17 佐 賀 商 業 高 等 学 校

18 唐 津 商 業 高 等 学 校

合　　　　計

21

11 高 志 館 高 等 学 校

13 唐 津 工 業 高 等 学 校

14 有 田 工 業 高 等 学 校

16 鳥 栖 商 業 高 等 学 校

機 械 科 学佐 賀 工 業 高 等 学 校12

8 伊 万 里 高 等 学 校

10

3

太 良 高 等 学 校

2 人

小 城 高 等 学 校

佐 賀 東 高 等 学 校

（３）文化芸術推進指定校

人　員

2 神 埼 高 等 学 校

5
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　(１２校、２５分野、２２８人）

No. 学校名

1 4 人

2 8 人

3 4 人

2 唐 津 西 高 等 学 校 4 16 人

3 厳 木 高 等 学 校 5 5 人

4 鹿 島 高 等 学 校 6 4 人

5 太 良 高 等 学 校 7 5 人

8 8 人

9 8 人

10 12 人

11 16 人

12 16 人

13 16 人

14 10 人

15 10 人

16 10 人

17 10 人

18 10 人

19 10 人

20 16 人

21 16 人

23 4 人

24 4 人

25 4 人

228 人

グ ロ ー バ ル ビ ジ ネ ス 科
人2

合　　　　　　　　計

（４）特色ある教育課程推進指定校

指定学科・分野名等 人　員

1 佐 賀 北 高 等 学 校

芸 術 科 ・ 音 楽

普 通 科

食 品 調 理 科

普 通 科 総 合 評 価 枠

普 通 科 総 合 評 価 枠

6

環 境 工 学 科

8 伊万里実業高等学校

9 佐 賀 農 業 高 等 学 校

生 物 科 学 科

森 林 環 境 科

22

服 飾 デ ザ イ ン 科

食 品 調 理 科

7

生 活 経 営 科

芸 術 科 ・ 美 術

芸 術 科 ・ 書 道

総 合 学 科 ・ 韓 国 文 化 系 列

12 唐 津 青 翔 高 等 学 校 総 合 学 科 ・ 美 術 デ ザ イ ン 系 列

総 合 学 科 ・ 環 境 系 列

10 有 田 工 業 高 等 学 校

佐 賀 商 業 高 等 学 校11
商 業 科

セ ラ ミ ッ ク 科

デ ザ イ ン 科

牛 津 高 等 学 校

フ ー ド ビ ジ ネ ス 科

農 業 科 学 科

食 品 科 学 科

唐 津 南 高 等 学 校

生 産 技 術 科

食 品 流 通 科

生 活 教 養 科
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注） １　令和７年１月１４日現在で作成すること。

２　Ａ４判１枚（両面印刷）とすること。

学
校
内
外
で
の
活
動
・
部
活
動
等
の
記
録

校長氏名

学　級
活　動

生徒会
活　動

学　校
行　事

状　況

　この記載事項に相違ないことを証明します。

受
検
上
配
慮
す
べ
き
事
項

事実及び所見

月 卒　　

月

氏　　名

生年月日

卒 業 等

転　　入

年

内　容

 責任感

 創意工夫

 思いやり・協力

 生命尊重・自然愛護

2　年

特
別
活
動
の
記
録

出
　
欠
　
の
　
記
　
録

欠席日数 備　　　　考

1　年

行
　
動
　
の
　
記
　
録

項　　目 状　況 項　　目

 自主・自律  公共心・公徳心

 健康・体力の向上  公正・公平

状　況

 基本的な生活習慣  勤労・奉仕

県

3　年

令和

（学校名）

様式３

令和７年度佐賀県立高等学校入学志願者調査書

記入責任者 職 氏名

志
　
　
　
　
願
　
　
　
　
者

性　別ふりがな

年 月 日生

7 年 3 月 卒 見 込

年 3

平成

令和

※　取得した個人情報は、選抜業務の目的以外には使用しません。

令和 年 月 日

学 校 名

印

項目

学年
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学校名

2 年 3 年

国　語

 知識・技能

　
　
　
 
各
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
習
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
記
　
　
　
　
　
録

教　科
観　 　点　 　別　　 学　　 習　　 状　　 況 評　　　定

観　　　　　　       　　点 1 年 2 年 3 年 1 年

 知識・技能

 思考・判断・表現

社　会  思考・判断・表現

理　科

 思考・判断・表現

 知識・技能

 主体的に学習に取り組む態度

音　楽

美　術

技　術
・

家　庭

保　健

体　育

外国語

(英 語)

数　学

 知識・技能

 思考・判断・表現

 主体的に学習に取り組む態度

 思考・判断・表現

 知識・技能

 思考・判断・表現

 主体的に学習に取り組む態度

 知識・技能

 思考・判断・表現

 主体的に学習に取り組む態度

教　　　　　　　　　　科

志願者氏名

学 習 に 関 す る 特 記 事 項総合的な学習の時間に関する記録

選　択

教　科

評　　　定

 思考・判断・表現

 主体的に学習に取り組む態度

 知識・技能

 思考・判断・表現

 主体的に学習に取り組む態度

 主体的に学習に取り組む態度

 主体的に学習に取り組む態度

 知識・技能

 主体的に学習に取り組む態度

 知識・技能
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【
参

考
】
入

学
者

選
抜

制
度

の
変
遷

R2
年
度
～

H2
4年
度
～
R1
年
度

～
H2
3年
度

特
別
選
抜
・
一
般
選
抜

特
色
選
抜
・
一
般
選
抜

前
期
試
験
・
推
薦
・
後
期
試
験

入
試
制
度

特
別
選
抜

・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
指
定
校

・
文
化
芸
術
推
進
指
定
校

…
学
力
検
査
３
教
科
＋
実
技
、

面
接
、
調
査
書

一
般
選
抜

・
選
考
Ⅰ
（
学
力
検
査
40
～
80
％
）

・
選
考
Ⅱ
（
学
力
検
査
約
70
％
）

…
学
力
検
査
５
教
科
、
面
接
、
調
査
書

特
色
選
抜
（
学
力
検
査
50
％
以
上
）

・
Ａ
方
式
（
共
通
枠
：
定
員
の
10
～
20
％
）

…
学
力
検
査
３
教
科
（
実
技
含
）
、

面
接
、
調
査
書

・
Ｂ
方
式
（
指
定
校
枠
：
若
干
名
）

…
学
力
検
査
３
教
科
（
実
技
含
）
、

面
接
、
調
査
書

一
般
選
抜
（
学
力
検
査
70
％
以
上
）

学
力
検
査
（
５
教
科
）
・
面
接
・
調
査
書

推
薦
：
一
般
推
薦
・
運
動
部
推
進
指
定
校
推
薦

前
期
：
定
員
の
15
～
30
％
（
H1
1か
ら
40
％
）

対
象
校
（
三
養
基
高
校
・
佐
賀
東
高
校
・

唐
津
西
高
校
・
白
石
高
校
）

方
法
（
学
力
検
査
・
面
接
・
調
査
書
）

※
学
力
検
査
は
学
校
指
定
と
選
択
を
合
わ

せ
た
３
教
科

後
期
：
学
力
検
査
（
５
教
科
）
・
面
接
・
調
査
書

内
容

〇
特
別
選
抜
の
受
検
者
が
限
定
さ
れ
る
た
め
、
不
合

格
体
験
者
が
少
な
く
、
受
検
生
の
心
理
的
負
担
が

軽
減
す
る
。

〇
高
校
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
・
振

興
が
図
れ
る
。

〇
選
考
Ⅰ
・
Ⅱ
で
受
験
生
の
特
徴
を
多
面
的
に
評
価

で
き
る
。

〇
生
徒
が
自
ら
の
能
力
と
適
性
等
に
基
づ
い
て
主
体

的
に
学
校
を
選
択
で
き
る

〇
特
色
を
持
つ
生
徒
が
入
学
す
る
こ
と
で
、
学
校
の

特
色
づ
く
り
が
一
層
進
め
ら
れ
る
。

〇
学
力
検
査
を
課
す
こ
と
で
、
入
試
の
評
価
基
準
が

明
確
化
す
る
。

〇
生
徒
の
優
れ
た
資
質
を
伸
ば
す
と
と
も
に
、
特
色

と
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
及
び
高
校
生
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
役
立
て
る
。

〇
異
な
る
選
択
尺
度
に
よ
り
、
生
徒
の
多
様
な
能

力
・
適
性
に
応
じ
た
選
抜
を
行
う
こ
と
で
、
各
学

校
の
活
性
化
を
促
す
。

〇
受
験
機
会
の
複
数
化
を
図
り
、
生
徒
の
高
校
選
択

の
幅
を
広
げ
る
。

ね
ら
い
・
趣
旨

資
料
７

-16-



-17-

【
参
考
】

資
料

８



資料９ 
 

スクール・ポリシーについて 

 
  ◎ 高等学校教育の入口から出口までの教育活動を体系化し、教育の継続性を担保することを

目的としたもの。 
◎ スクール・ミッションに基づき各高等学校が策定・公表する。 

 
①  グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針） 
 ⇒生徒の卒業後の姿を見据えて、学校教育活動を通じて生徒にどのような資質・能力を育

成することを目指すのかを定める基本的な方針 
② カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 
 ⇒育成を目指す資質・能力に関する方針を達成するために、どのような教育課程を編成し、

実施し、学習評価を行うのかを定める基本的な方針 
③ アドミッション・ポリシー（入学者の受け入れに関する方針） 
 ⇒入学時に期待される生徒像を示す基本的な方針 

              令和 6 年 3 月定例教育委員会 付議資料（第 54 号議案）より抜粋 
 
 
【文部科学省資料より】 

-18-

【参考】



 
 

県立学校教育懇話会設置要綱 
佐賀県教育委員会 

（目的及び設置） 
第１条 県立学校における制度の在り方や諸課題について検討するため、県立

学校教育懇話会（以下「懇話会」という。）を設置する。 

（組織） 
第２条 懇話会は、委員 15 人以内をもって組織する。 
２ 委員は、次の各号に掲げる者のうちから教育長が委嘱する。 
（１）学識経験者          （２）保護者代表 
（３）教育行政関係者        （４）学校関係者 
３ 懇話会に委員長及び副委員長を置き、委員の中から教育長が指名する。 
４ その他、上記以外に委員長が必要と認める者をもって委員に充てることが

できる。 

 （委員長及び副委員長の職務） 
第３条 委員長は、懇話会の会務を総理する。 
２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は欠けたときは、

その職務を代理する。 

（会議等） 
第４条 懇話会は、委員長が招集し、委員長が議長となる。 
２ 懇話会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 
３ 懇話会で協議する事項は、委員長が定める。 
４ 教育長は、懇話会に意見を聞く必要があるときは、委員長に対し、協議すべ

き事項を示して、会議の招集を求めることができる。 
５ 委員長は、必要に応じて、懇話会の委員以外の者を会議に出席させ、意見を

聞くことができる。 

（作業部会） 
第５条 委員長は、必要な事項の検討を行うため、作業部会を置くことができる。 
２ 作業部会の組織については、委員長が別に定める。 

（事務局） 
第６条 懇話会の事務局は、佐賀県教育委員会事務局教育振興課に置く。 

（その他） 
第７条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、委員長

が委員会に諮って別に定める。 

附 則 
この要綱は、令和２年６月３日から施行する。 
この要綱は、令和７年１月２０日から施行する。 
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